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【調査研究の概要】

本調査は、六ヶ所再処理工場のアクティブ試験前、さらに本格稼働前の環境放射能に関する基礎的測定データをとり、蓄積

し、データベースとすることを目的として２００５年以来、測定を行っている。松葉、米、海砂、海水等のガンマ線、炭素 14 等に

ついてβ線測定データを蓄積してきた。また米、松葉については、対照資料として、千葉〔三里塚〕、新潟（刈羽村）等の試料

の測定も実施している。

【調査研究の経過】

・2012 年 10月：東通村、六ヶ所村、三沢市、八戸市、等で松葉、

海砂の試料採取

・2012年 11月：米の試料を、六ヶ所、千葉、柏崎で採取

・2013年 2〜3 月：共同研究者が試料を順次測定

・2013年 4月：共同研究者の検討会開催

・この間、メール、スカイプ等で、測定の状況、測定結果についての検

討などを、実施。

【今後の展望など】

現在の日本原燃による工場竣工予定は2013 年10 月とされていますが、一方原子力規制委員会は核燃料サイクルに

関する規制基準が策定される2013年末まで使用前検査の受検を認めない旨公表しており、工場の竣工時期はまったく

不透明な状態となっています。安倍政権による原子力・核燃料サイクル推進の動きは、そして新たな日仏原子力協力

協定による六ヶ所再処理工場へのてこ入れ等、六ヶ所工場をめぐる政治的・社会的状況は、市民の側にとって大変困

難なものとなりつつあります。私たち測定プロジェクトの活動は、今後も測定活動を継続し、再処理工場の実態の把

握と、施設のもつ危険性について広く社会に発言する作業を継続します。福島第一原発起源の放射能についても、青

森県内での挙動について、私たちの測定、国、県、事業者の測定データの収集、検討を行います。六ヶ所再処理工場

の本格稼働による放出放射能と福島第一原発起源の放射能の関係、さらに陸域から海域へのセシウムの移動による河

川・海岸・魚類の汚染状況等注視する必要があると考えています。
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